
年間授業計画

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 体育 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 9 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力・判断力・表現力等】

【主体的に取り組む態度等】

科目 の目標：

保健体育

【 知　識　・　技　能 】 各種運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

体育
保健体育 3
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ ○ ○

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を育てる。

【知識・技能】
・身体全体を使ってバットを振り
ぬくこと。
・仲間の走者の動きに合わせて，
塁を進んだり戻ったりすること。
・打球のバウンドやコースに応じ
て，タイミングを合わせてボール
を捕ること。
・仲間の送球に対して次の送球を
しやすいようにボールを受けるこ
と。
【思考力・判断力・表現力等】
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発見
すること。
・練習やゲームを行う場面で，
チームや自己の活動を振り返り，
よりよいマナーや行為について提
案すること。
・体力や技能の程度，性別等の違
いを超えて，仲間とともに球技を
楽しむための調整の仕方を見付け
ること。

【知識・技能】
・身体全体を使ってバットを振りぬくことが
できる。
・仲間の走者の動きに合わせて，塁を進んだ
り戻ったりすることができる。
・打球のバウンドやコースに応じて，タイミ
ングを合わせてボールを捕ることができる。
・仲間の送球に対して次の送球をしやすいよ
うにボールを受けることができる。
【思考力・判断力・表現力等】
・課題解決の過程を踏まえて，チームや自己
の新たな課題を発見している。
・練習やゲームの場面で，チームや自己の危
険を回避するための活動の仕方を提案してい
る。
・体力や技能の程度，性別等の違いを超え
て，仲間とともに球技を楽しむための調整の
仕方を見付けている。

○ ○ ○

体育

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力等】 【主体的に取り組む態度等】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため、
運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を
身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの課題を発見し、合理的、計画的な解
決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力
を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

E　ソフトボール（球技）
・ベースボール型では，状況に応じたバット操作
と走塁での攻撃，安定したボール操作と状況に応
じた守備などによって攻防をすることができるよ
うにする。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。
・ 球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢献
しようとすること，一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること，互いに助け合
い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確
保することができるようにする。

態

配
当
時
数

１
学
期

E 単元サッカー（球技）
【知識・技能】
・フットサルのコートでボールを扱う技術を身に
付ける
・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜びを味わう
・技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決
の方法、競技会の仕方などを理解する
・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開
する
・状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの
動きによって空間への侵入などから攻防する

【思考力・判断力・表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組みを工夫し、他者に
伝える力を育む。

【主体的に取り組む態度等】
・球技に主体的に取り組む
・フェアプレイを大切にする
・ミーティングに貢献する
・一人ひとりの違いに応じたプレーを大切にする
・互いに教えあう

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チームや
自己に応じた目標の設定，目標を
達成するための課題の設定，課題
解決のための練習法などの選択と
実践，ゲームなどを通した学習成
果の確認，新たな目標の設定と
いった過程があること。
・防御をかわして相手陣地やゴー
ルにボールを運ぶこと。
・シュートをしたり，パスを受け
たりするために味方が作り出した
空間に移動すること。
【思考力・判断力・表現力等】
・チームや自己の動きを分析し
て，良い点や修正点を指摘するこ
と。
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発見
すること。
・チームでの学習で，状況に応じ
てチームや自己の役割を提案する
こと。
・チームでの話合いの場面で，合
意を形成するための調整の仕方を
見付けること。
【主体的に取り組む態度等】
・学習に主体的に取り組もうとす
ること。
・作戦などを話し合う場面で，合
意形成に貢献しようとすること。
・一人一人の違いに応じたプレイ
などを大切にしようとすること。
・仲間の課題を指摘するなど，互
いに助け合い高め合おうとするこ
と。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チームや自己に応じ
た目標の設定，目標を達成するための課題の
設定，課題解決のための練習法などの選択と
実践，ゲームなどを通した学習成果の確認，
新たな目標の設定といった過程があることに
ついて,言ったり書き出したりしている。
・防御をかわして相手陣地やゴールにボール
を運ぶことができる。
・シュートをしたり，パスを受けたりするた
めに味方が作り出した空間に移動することが
できる。
【思考力・判断力・表現力等】
チームや自己の動きを分析して，良い点や修
正点を指摘している。
・課題解決の過程を踏まえて，チームや自己
の新たな課題を発見している。
・チームでの学習で，状況に応じてチームや
自己の役割を提案している。
・チームでの話合いの場面で，合意を形成す
るための調整の仕方を見付けている。
【主体的に取り組む態度等】
・学習に主体的に取り組もうとしている。
・作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢
献しようとしている。
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとしている。
・仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合
い高め合おうとしている。
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E　バレーボール（球技）
【知識・技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜びを味わう
・技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決
の方法、競技会の仕方などを理解する
・状況に応じたボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって空間を作り出すなどの攻
防をする

【思考力・判断力・表現力等】
攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組みを工夫し、他者に伝える力
を育む。

【主体的に取り組む態度等】
・球技に主体的に取り組む
・フェアプレイを大切にする
・ミーティングに貢献する
・一人ひとりの違いに応じたプレーを大切にする
・互いに教えあう

○ ○ ○

【知識・技能】
・ボールを相手側のコートの守備
のいない空間に緩急や高低などの
変化をつけて打ち返すこと。
・ボールをコントロールして，相
手側のコートに打ち込むこと。

【思考力・判断力・表現力等】
・自己の動きを分析して，良い点
や修正点を指摘すること。
・・課題解決の過程を踏まえて，
自己の新たな課題を発見するこ
と。

【主体的に取り組む態度等】
・バレーの学習に主体的に取り組
もうとすること。
・一人一人の違いに応じたプレイ
などを大切にしようとすること。

【知識・技能】40点
・ボールを相手側のコートの守備のいない空
間に緩急や高低などの変化をつけて打ち返す
ことができる。
・ボールをコントロールして，相手側のコー
トに打ち込むことができる。

【思考力・判断力・表現力等】30点
・自己の動きを分析して，良い点や修正点を
指摘している。
・課題解決の過程を踏まえて，自己の新たな
課題を発見している。

【主体的に取り組む態度等】30点
・テニスの学習に主体的に取り組もうとして
いる。
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとしている。
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D 単元　水泳
【知識・技能】
・記録の向上や競技の楽しさや喜びを味わう
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察
の方法などを理解する
・効率的に泳ぐ
　平泳ぎ、背泳ぎ→手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり速く泳
いだりする
【思考力・判断力・表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な
解決に向けて運動の取り組みを工夫し、他者に伝
える力を育む。
【主体的に取り組む態度等】
・運動に積極的に取り組む
・約束を守り助け合って運動をする
・仲間の考えや取組を認める
・水泳運動の心得を守って安全に気を配る

【知識・技能】
〇平泳ぎ
・手を前方に大きく伸ばした後に
肘を曲げ，加速させながら内側に
かき込み，抵抗を減らすために素
早く手を前に戻すストロークの動
きをすること。
・抵抗の少ない肩幅程度の足の引
き付けから，足先を外側にして直
ちにキックをすること。
・プルのかき終わりと同時に，顎
を引いて口を水面上に出して息を
吸い，キックの蹴り終わりに合わ
せて，流線型の姿勢を維持して大
きく伸びること。
〇背泳ぎ
・入水した手は，肩のローリング
によって手のひらをやや下側に向
けて水をとらえ，肘を曲げながら
かくこと。
・かき終わりで肘を伸ばした後，
力を抜き，肩のローリングを使っ
てリズムよくリカバリー動作を行
うこと。
・キックは，脚全体をしなやかに
使って蹴り上げ，脚全体を伸ばし
て蹴り下ろすこと。

【思考力・判断力・表現力等】
・泳法について，自己や仲間の動
きを分析して，良い点や修正点を
指摘すること。
・体力や技能の程度，性別等の違
いを超えて，仲間とともに水泳を
楽しむための調整の仕方を見付け
ること。

【主体的に取り組む態度等】
・水泳の学習に主体的に取り組も
うとすること。
・一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすること。

【知識・技能】40点
〇平泳ぎ
・手を前方に大きく伸ばした後に肘を曲げ，
加速させながら内側にかき込み，抵抗を減ら
すために素早く手を前に戻すストロークの動
きをすることができる。
・抵抗の少ない肩幅程度の足の引き付けか
ら，足先を外側にして直ちにキックをするこ
とができる。
・プルのかき終わりと同時に，顎を引いて口
を水面上に出して息を吸い，キックの蹴り終
わりに合わせて，流線型の姿勢を維持して大
きく伸びることができる。
〇背泳ぎ
・入水した手は，肩のローリングによって手
のひらをやや下側に向けて水をとらえ，肘を
曲げながらかくことができる。
・かき終わりで肘を伸ばした後，力を抜き，
肩のローリングを使ってリズムよくリカバ
リー動作を行うことができる。
・キックは，脚全体をしなやかに使って蹴り
上げ，脚全体を伸ばして蹴り下ろすことがで
きる。

【思考力・判断力・表現力等】　30点
・泳法について，自己や仲間の動きを分析し
て，良い点や修正点を指摘している。
・体力や技能の程度，性別等の違いを超え
て，仲間とともに水泳を楽しむための調整の
仕方を見付けている。

【主体的に取り組む態度等】30点
・水泳の学習に主体的に取り組もうとしてい
る。
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとしている。

○ ○ ○
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【主体的に取り組む態度等】
・球技の学習に主体的に取り組も
うとすること。
・フェアなプレイを大切にしよう
とすること。
・一人一人の違いに応じたプレイ
などを大切にしようとすること。
・仲間の課題を指摘するなど，互
いに助け合い高め合おうとするこ
と。

【主体的に取り組む態度等】
・球技の学習に主体的に取り組もうとするこ
とができたか。
・フェアなプレイを大切にしようとすること
ができた。
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとした。
・仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合
い高め合おうことができた。

E　ソフトボール（球技）
・ベースボール型では，状況に応じたバット操作
と走塁での攻撃，安定したボール操作と状況に応
じた守備などによって攻防をすることができるよ
うにする。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。
・ 球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢献
しようとすること，一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること，互いに助け合
い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確
保することができるようにする。

【知識・技能】
・身体全体を使ってバットを振り
ぬくこと。
・仲間の走者の動きに合わせて，
塁を進んだり戻ったりすること。
・打球のバウンドやコースに応じ
て，タイミングを合わせてボール
を捕ること。
・仲間の送球に対して次の送球を
しやすいようにボールを受けるこ
と。
【思考力・判断力・表現力等】
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発見
すること。
・練習やゲームを行う場面で，
チームや自己の活動を振り返り，
よりよいマナーや行為について提
案すること。
・体力や技能の程度，性別等の違
いを超えて，仲間とともに球技を
楽しむための調整の仕方を見付け
ること。

【知識・技能】
・身体全体を使ってバットを振りぬくことが
できる。
・仲間の走者の動きに合わせて，塁を進んだ
り戻ったりすることができる。
・打球のバウンドやコースに応じて，タイミ
ングを合わせてボールを捕ることができる。
・仲間の送球に対して次の送球をしやすいよ
うにボールを受けることができる。
【思考力・判断力・表現力等】
・課題解決の過程を踏まえて，チームや自己
の新たな課題を発見している。
・練習やゲームの場面で，チームや自己の危
険を回避するための活動の仕方を提案してい
る。
・体力や技能の程度，性別等の違いを超え
て，仲間とともに球技を楽しむための調整の
仕方を見付けている。

E 単元バスケットボール（球技）
・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術
などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の
方法，競技会の仕方などを理解するとともに，作
戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展
開することができるようにする。

・状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの
動きによって空間への侵入などから攻防をするこ
とができるようにする。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

・バスケットボールに主体的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保することができるようにす
る。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チームや
自己に応じた目標の設定，目標を
達成するための課題の設定，課題
解決のための練習法などの選択と
実践，ゲームなどを通した学習成
果の確認，新たな目標の設定と
いった過程があること。
・防御をかわして相手陣地やゴー
ルにボールを運ぶこと。
・シュートをしたり，パスを受け
たりするために味方が作り出した
空間に移動すること。
【思考力・判断力・表現力等】
・チームや自己の動きを分析し
て，良い点や修正点を指摘するこ
と。
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発見
すること。
・チームでの学習で，状況に応じ
てチームや自己の役割を提案する
こと。
・チームでの話合いの場面で，合
意を形成するための調整の仕方を
見付けること。
【主体的に取り組む態度等】
・学習に主体的に取り組もうとす
ること。
・作戦などを話し合う場面で，合
意形成に貢献しようとすること。
・一人一人の違いに応じたプレイ
などを大切にしようとすること。
・仲間の課題を指摘するなど，互
いに助け合い高め合おうとするこ
と。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チームや自己に応じ
た目標の設定，目標を達成するための課題の
設定，課題解決のための練習法などの選択と
実践，ゲームなどを通した学習成果の確認，
新たな目標の設定といった過程があることに
ついて,言ったり書き出したりしている。
・防御をかわして相手陣地やゴールにボール
を運ぶことができる。
・シュートをしたり，パスを受けたりするた
めに味方が作り出した空間に移動することが
できる。
【思考力・判断力・表現力等】
チームや自己の動きを分析して，良い点や修
正点を指摘している。
・課題解決の過程を踏まえて，チームや自己
の新たな課題を発見している。
・チームでの学習で，状況に応じてチームや
自己の役割を提案している。
・チームでの話合いの場面で，合意を形成す
るための調整の仕方を見付けている。
【主体的に取り組む態度等】
・学習に主体的に取り組もうとしている。
・作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢
献しようとしている。
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとしている。
・仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合
い高め合おうとしている。

10〇〇〇
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E　バドミントン（球技）
 ネット型では，状況に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによって空間を作り
出すなどの攻防をすることができるようにする。

【知識・技能】
・球技の型や種目によって必要な
体力要素があり，その型や種目の
技能に関連させながら体力を高め
ることができること。
・競技会で，ゲームのルール，運
営の仕方や役割に応じた行動の仕
方，全員が楽しむためのルール等
の調整の仕方などがあること。
・ボールを相手側のコートの守備
のいない空間に緩急や高低などの
変化をつけて打ち返すこと。
【思考・判断】
・体力や技能の程度，性別等の違
いを超えて，仲間とともに球技を
楽しむための調整の仕方を見付け
ること。
【取り組む姿勢】
・球技の学習に主体的に取り組も
うとすること。
・仲間の課題を指摘するなど，互
いに助け合い高め合おうとするこ
と。

【知識・技能】
・球技の型や種目によって必要な体力要素が
あり，その型や種目の技能に関連させてい
る。
・競技会で，ゲームのルール，運営の仕方や
役割に応じた行動の仕方，全員が楽しむため
のルール等の調整の仕方などがあることにつ
いて,学習した具体例を挙げている。
・ボールを相手側のコートの守備のいない空
間に緩急や高低などの変化をつけて打ち返す
ことができる。
【思考・判断】
・体力や技能の程度，性別等の違いを超え
て，仲間とともに球技を楽しむための調整の
仕方を見付けている。
【取り組む姿勢】
・球技の学習に主体的に取り組んだ。
・仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合
い高め合おうとしている。

〇 〇

B　器械運動
・体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と
体は互いに影響し変化することや心身の状態に気
付き，仲間と主体的に関わり合うことができるよ
うにする。
・実生活に生かす運動の計画では，自己のねらい
に応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の
向上を図るための継続的な運動の計画を立て取り
組むことができるようにする。

【知識・技能】
・体つくり運動では，自己のねら
いに応じて，効果的な成果を得動
の行い方があること。
・ 競技力の向上及び競技で起こり
やすいけがや疾病の予防をねらい
として，体力の構成要素を重点的
に高めたり，特に大きな負荷のか
かりやすい部位のけがを予防した
りする運動の組合せ例を取り入れ
て，定期的に運動の計画を見直し
て取り組むこと。
【思考・判断】
・運動に取り組む場面で，自己や
仲間の危険を回避するための活動
の仕方を提案すること。
・体力の程度や性別等の違いを超
えて，仲間とともに体つくり運動
を楽しむための調整の仕方を見付
けること。
【主体的に取り組む態度】
・体つくり運動の学習に主体的に
取り組もうとすること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること。

【知識・技能】
・体つくり運動では，自己のねらいに応じ
て，効果的な成果を得動の行い方があること
について,言ったり書き出したりしてる。
・ 競技力の向上及び競技で起こりやすいけが
や疾病の予防をねらいとして，体力の構成要
素を重点的に高めたり，特に大きな負荷のか
かりやすい部位のけがを予防したりする運動
の組合せ例を取り入れて，定期的に運動の計
画を見直して取り組むこと。
【思考・判断】
・運動に取り組む場面で，自己や仲間の危険
を回避するための活動の仕方を提案できた
か。
・体力の程度や性別等の違いを超えて，仲間
とともに体つくり運動を楽しむための調整の
仕方を見付けている。
【主体的に取り組む態度】
・体つくり運動の学習に主体的に取り組もう
としている。
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
しようとしている。
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体育理論
【知識・技能】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解
する→文化資源としてスポーツを継承していくた
めには、スポーツの可能性と問題点を踏まえて適
切な『する、みる、支える、知る』などの関わり
が求められること
【思考力・判断力・表現力】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展に
ついて、課題を発見し、よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝える
【主体的に取り組む態度等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展に
ついての学習に自主的に取り組む

【内容】
オリンピアの成功、挫折、挑戦の
エピソードを紹介し、『みる』視
点でのスポーツについて考えさせ
る。

【知識・技能】
レポート

【思考力・判断力・表現力等】30点
・手紙
・寄せ書き　等

【主体的に取り組む態度等】30点
・出席
・授業態度　等

3

合
計

105

〇 〇

３
学
期

C　陸上競技（長距離）
・ 生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えることができるよ
うにする。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連させ
ながら体力を高めることができる
こと。
・自分で設定したペースの変化や
仲間のペースに応じて，ストライ
ドやピッチを切り替えて走るこ
と。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点や
修正点を指摘すること。
・陸上競技の学習成果を踏まえ
て，自己に適した生涯にわたって
楽しむための関わり方を見付ける
こと。

【主体的に取り組む態度等】
・持久走の学習に主体的に取り組
もうとすること。
・一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすること。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連させながら体力
を高めることができることについて,言ったり
書き出したりしている。
・自分で設定したペースの変化や仲間のペー
スに応じて，ストライドやピッチを切り替え
て走ることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点や修正点を指
摘している。
・陸上競技の学習成果を踏まえて，自己に適
した生涯にわたって楽しむための関わり方を
見付けている。

【主体的に取り組む態度等】
・持久走の学習に主体的に取り組もうとして
いる。
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとしている。


